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平成18年９月29日（金曜日）

午前10時２分開会

会議に付託された議案等

○議案第12号 公営企業会計決算の認定につい

て（継続議案 平成18年９月定

例会提案）

出席委員（８人）

委 員 長 外 山 良 治

副 委 員 長 湯 浅 一 弘

委 員 松 井 繁 夫

委 員 外 山 三 博

委 員 中 村 幸 一

委 員 蓬 原 正 三

委 員 十 屋 幸 平

委 員 山 口 哲 雄

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

企業局

企 業 局 長 日 髙 幸 平

黒 木 郁 雄
副 局 長
（ 総 括 ）

時 庭 伸 次
副 局 長
（ 技 術 ）

総 務 課 長 古 賀 孝 士

経 営 企 画 監 本 田 博

工 務 課 長 桑 畑 則 幸

電 気 課 長 山 潤一郎

施 設 管 理 課 長 相 葉 利 晴

総 合 制 御 課 長 白ヶ澤 宗 一

事務局職員出席者

政策調査課主査 千知岩 義 広

議事課主任主事 大 野 誠 一

委員会を開会いたします。○外山良治委員長

議案第12号審査をいたしますので、よろしく

お願いをいたします。

当局入室のため、暫時休憩をいたします。

午前10時２分休憩

午前10時４分再開

まず、議案第12号の企業局○外山良治委員長

長の概要説明並びに関係課長の説明をお願いを

いたします。

執行部の説明がすべて終了した後に委員の質

疑はお願いをいたします。よろしくお願いしま

す。

説明に入ります前に、一言お○日髙企業局長

礼を申し上げたいと思います。

、外山委員長初め、各委員の皆様方には、昨日

企業局所管の一ツ瀬川スポーツレクリエーショ

ン施設、それから北部管理事務所を調査をいた

だきましてありがとうございました。

。それでは、座って説明をさせていただきます

、さきの９月定例県議会に提出をいたしまして

閉会中の継続審査となっております議案第12号

の「平成17年度公営企業会計決算の認定につい

て」でございます。

議案書では31ページでございますが、お手元

に配付をいたしております平成17年度の公営企

業会計決算審査資料というのがございますが、

これにより説明をさせていただきます。

資料の１ページをごらんいただきたいと思い

ます。17年度の公営企業会計決算の概要でござ

います。

まず、１の事業の実績でございますが、電気
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事業につきましては、供給電力量は、年間の降

雨量が少なかったために、実績で３億3,328万キ

ロワットアワー、右端でございますが、目標に

対します達成率で64.1％というふうになりまし

た。このため、電力料金収入も目標を下回りま

して、実績で47億4,033万円余、達成率で96.2％

というふうになりました。

次に、工業用水道事業でございますが、常時

使用水量が、日向精錬所や旭化成の使用水量の

増加などによりまして、実績で1,477万3,000平

方メートル余、達成率で107.1％となりました。

このため、給水料金収入は目標をわずかに上回

り、実績で３億3,761万円余、達成率で101.1％

ということになりました。

次に、地域振興事業につきましては、昨年の

台風による冠水などのために14日間のクローズ

ドとなったことから、年間の利用者数は３

万5,951人、達成率で92.2％ということになりま

した。このため、利用料金収入が目標を下回り

まして、実績で9,364万円余、達成率で85.4％と

いうことになりました。

次に、２の収益・費用の実績でございます。

電気事業は、事業収益52億4,408万円余に対しま

して、事業費用が45億1,195万円余ということに

なりまして、７億3,213万円余の純利益というこ

、とになりました。工業用水道事業でありますが

事業収益が４億5,221万円余に対しまして、事業

費用４億7,648万円余ということになりまし

て、2,427万円余の純損失となりました。地域振

、興事業は、事業収益１億24万円余に対しまして

事業費用が9,143万円余ということになりまし

て、881万円余の純利益ということになってござ

います。

２ページをごらんいただきたいと思います。

３の剰余金処分計算書（案）についてでござい

ます。これは、電気事業会計における剰余金処

分案でございますが、表の３行目のところにご

ざいますが （３）の当年度未処分利益剰余金７、

億3,213万4,783円につきまして （４）のところ、

でありますが （Ａ）の減債積立金に６億3,213、

万円4,783円を積み立てまして （Ｂ）の緑のダ、

ム造成事業積立金に１億円を積み立てるもので

ございます。

次に、下の方の４の欠損金処理計算書でござ

います。工業用水道事業、それから地域振興事

業がこれに該当するわけでございますが、工業

用水道事業につきましては （２）のところに当、

年度純損失ということでございますが、2,427

万7,709円、これを（３）の前年度繰越欠損

金1,875万1,525円に加算をした結果 （６）でご、

ざいますが、翌年度繰越欠損金は4,302万9,234

円ということになっております。

また、地域振興事業でございますが、もとに

戻っていただきまして （１）の当年度純利益、、

これが881万3,377円を （３）のところの前年度、

、繰越欠損金5,882万5,719円から差し引いた結果

（６ 、一番下でありますが、翌年度繰越欠損金）

は5,001万2,342円ということになりました。

以上のとおりでございますが、先ほど申し上

、げましたように、電気事業会計につきましては

平年に比べて発電量は少なかったわけでありま

すけれども、安定した経営を維持いたしており

ますが、工業用水道事業会計、それから地域振

興事業会計、これについては累積欠損金を抱え

ているということもございまして、今後とも事

業の効率的な運営に努めますとともに、より一

層の経営基盤の強化を図ってまいる所存でござ

います。

なお、決算状況の詳細につきましては、総務

課長の方から説明をさせていただきますので、
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御審議のほどよろしくお願いをいたします。以

上でございます。

それでは、引き続き、お手元○古賀総務課長

の決算審査資料により御説明いたします。

３ページをごらんください。まず、平成17年

度電気事業の概要につきましてであります。

１、供給電力量でありますが （１）の表は発、

電所別の目標・実績を （２）の表は月別の目、

標・実績をあらわしております （２）月別供給。

。電力量の表の一番下の欄、計をごらんください

年間の実績（Ｂ）は目標（Ａ）を１億8,628

万2,000キロワットアワー下回りました。また、

、達成率では上期が62.5％、下期が68.2％となり

年間の達成率は64.1％となりました。なお、平

成16年度の達成率112.7％に比べ、平成17年度

は48.6ポイントダウンをいたしております。

４ページをごらんください。２、電力料金の

契約であります。電力料金につきましては、２

年ごとに九州電力株式会社と交渉を行い、電力

需給契約を結んでおります。その料金内容は、

基本料金が定額料金、電力量料金が従量料金の

２部料金制となっております。16年度契約額

（Ａ）は、基本料金が44億705万円、電力量料金

は１キロワットアワーにつき１円の５億1,956

万2,000円で、合計49億2,661万2,000円となって

おります。

次に、３、電力料金収入の実績（Ｂ）は、基

本料金と電力量料金を合わせて47億4,033万円で

あります。目標（Ａ）に比べて１億8,6 2 8

万2,000円の減額となっております。

、続きまして、５ページをごらんください。４

主な工事の概況であります （１）改良工事では、。

三財発電所建屋の耐震補強工事4,656万9,000円

などを執行いたしました。また （２）修繕工事、

では、耐震補強工事に合わせまして三財発電所

の内外装改修工事7,239万4,000円などを執行い

たしました。

６ページをごらんください。平成17年度電気

事業会計決算について説明いたします。

まず、１、収益的収入及び支出の（１）収入

でありますが、事業収益の決算額（Ｂ）は合計

が54億8,330万1,419円で、予算額（Ａ）に比

べ、2,477万7,419円の増となっております。こ

れは、営業収益のうち電力量が目標を下回った

ものの、財務収益では九州電力株式配当金や国

債の受取利息の増、営業外収入では国債売却益

の増、特別利益では職員宿舎中西公舎の跡地の

売却益などによりまして、目標を上回ったこと

によるものであります。

（２）支出につきましては、事業費の決算額

（Ｂ）は合計が47億4,296万2,300円で、不用額

は１億5,830万3,700円となっております。これ

は、給料手当、旅費、消耗品などの減によるも

のであります。

７ページをごらんください。次に、２、資本

的収入及び支出の（１）収入でありますが、決

、算額（Ｂ）は合計が43億1,944万5,673円となり

予算額（Ａ）に比べ、1,711万1,673円の増と

なっております。これは、昭和61年度取得の分

収林契約を解除したことなどに伴い、３行目に

あります固定資産売却代金が1,521万9,012円の

増となったことなどによるものであります。ま

た、固定資産売却代金が40億円余りとなってお

りますが、これは、長期投資としておりました

国債39億9,589万2,000円を売却し、流動資産と

したためであります。

（２）支出につきまして、決算額（Ｂ）は合

計が11億1,935万7,283円で、繰越額（Ｃ）

が4,097万7,000円、不用額が１億1,010万5,717

円となっております。繰越額（Ｃ）につきまし
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ては、土木部執行のダム施設整備事業に係る繰

り越し分であります。また、貸付金の決算額

（Ｂ）３億円は、一般会計の市町村振興資金へ

の貸し付けであります。

８ページをごらんください。３、損益計算書

であります。

まず、収益の部でありますが、総額で52

億4,408万6,845円でありますが、営業収益の電

力料が収益全体の約90％を占めております。次

の財務収益の主なものは、九州電力株式などの

受取配当金であります。また、営業外収益の主

なものは、雑収益の復元株式配当金であります

が、この復元株式配当金は、条例に基づき、総

合政策課所管の開発事業特別資金特別会計へ全

額を繰り出しております。また、特別利益につ

きましては、宮崎市中西町の公舎跡地を売却し

たためであります。

次に、費用の部でありますが、総額で45

億1,195万2,062円となっております。まず、営

業費用は、発電所、総合制御所、送電線路の運

営・維持管理などに要する経費であり、費用全

体の約89％を占めております。次の財務費用に

つきましては、企業債等の支払い利息でありま

、す。また、営業外費用の雑損失につきましては

収益の部で御説明いたしました復元株式配当金

の開発事業特別資金特別会計への繰出金などで

あります。

したがいまして、収益の部から費用の部を差

し引いた当年度純利益は、７億3,213万4,783円

となり、当年度未処分利益剰余金も同額となっ

ております。なお、当年度純利益は前年度純利

益に比べ、113万円余りの増となっております。

９ページをごらんください。次に、４、貸借

対照表であります。これは平成17年度末時点で

の財政状態をあらわしたものであります。

まず、表の左の欄ですが、固定資産は349億94

万9,967円で、その内訳は、発電所、ダム、送電

線、庁舎などの土地建物・構築物や機械・装置

などの電気事業固定資産、事業用以外の土地建

物やダム周辺のかん養林や分収林などの事業外

固定資産、改良途中の固定資産仮勘定、長期投

資、減債基金や退職給与基金などの投資及び基

金となっております。また、流動資産は161

億2,398万8,632円で、このうち短期投資は国債

や大口定期預金等で運用しております。

次に、表の右の欄ですが、固定負債は18

億2,563万5,877円で、退職給与引当金、修繕準

備引当金などであります。また、流動負債は42

億8,103万6,687円で、一時借入金、未払い金な

どであります。次に、資本金は356億3,465

万3,670円でありますが、その内訳は、自己資本

金及び借入資本金であります。借入資本金は企

業債の未償還残高であります。次の剰余金は92

億8,361万2,365円で、その内訳は、資本剰余金

と利益剰余金であります。このうち、資本剰余

金の国庫補助金は、浜砂発電所、田代八重発電

所などの中小水力開発事業の国庫補助金などで

あります。また、利益剰余金は、減債積立金等

の各種積立金や、当年度未処分利益剰余金であ

ります。

したがいまして、資本金と剰余金を合わせま

した資本の合計は449億1,826万6,035円で、これ

に負債合計を合わせました負債資本合計は、左

の欄の資産の合計と同額の510億2,493万8,599円

となります。

10ページをごらんください。次に、知事部局

等への経費の支出額であります。これは、企業

局における一般会計等への経費の負担状況であ

りまして、今まで説明した内容と重複いたしま

すが、市町村振興資金への貸付金が３億円、一
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ツ瀬川及び小丸川上流域森林保全機構負担

金1,500万円、多目的ダム管理経費３億5,264

万3,000円など、合計で９億1,179万6,163円を負

担しております。また、固定資産税に相当しま

す市町村交付金といたしまして、３会計合計で

２億6,397万9,000円を市町村に支出しておりま

す。

次に、11ページをごらんください。工業用水

道事業会計であります。

１の給水状況でありますが、表は、月別の実

績をあらわしております。表の一番下の年度計

の欄をごらんください。基本使用水量4,538

万8,091立方メートルに対しまして、常時使用水

量は1,477万3,217立方メートルで、給水率は前

年度に比べ0.9％増の32.5％となっております。

なお、給水先は旭化成株式会社など12社となっ

ております。

２、給水料金収入につきましては、日向精錬

所や旭化成の常時使用水量が増加したことなど

により、目標に対し、369万1,000円増の３

億3,761万9,000円となりました。

12ページをごらんください。３、主な工事の

概況であります （１）改良工事では、工業用水。

道施設災害復旧工事(電話交換設備取替）483万

円などを執行いたしました。また （２）修繕工、

事では、工業用水道施設災害復旧工事（電気機

械設備）8,263万5,000円などを執行いたしまし

た。

次に、13ページの平成17年度工業用水道事業

会計決算であります。

まず、１、収益的収入及び支出の（１）収入

でありますが、事業収益の決算額（Ｂ）は合計

が４億6,911万8,869円で、予算額（Ａ）に比べ

１億1,433万8,869円の増となっております。こ

れは、営業外収益として台風14号災害復旧工事

に係る国庫補助金9,989万5,000円を受け入れた

ことなどによるものであります。

（２）支出につきましては、事業費の決算額

(Ｂ）は合計が４億9,168万5,233円で、不用額

は4,553万2,767円となっております。不用額の

主なものは、営業費用の人件費の減などによる

ものであります。

14ページをごらんください。２、資本的収入

及び支出であります （１）収入の決算額（Ｂ）。

は合計が259万5,634円で、予算額（Ａ)に比

べ259万3,634円の増となっております。これは

災害復旧に係る国庫補助金の受け入れがあった

ことによるものであります。

（２）支出の決算額（Ｂ）は合計が5,523

万1,753円であります。不用額は１億1,051

万7,247円で、災害復旧工事の執行残及び予備費

であります。なお、欄外にありますように、資

本的収入額が資本的支出額に不足する額5,263

万6,119円につきましては、過年度分損益勘定留

保資金等により補てんをしております。

次に、15ページの３、損益計算書についてで

あります。収益の部では総額が４億5,221万648

円であります。費用の部は総額で４億7,648

万8,357円であります。このうち、営業費用は、

工業用水道浄水場の管理運営に要する経費など

で、営業外費用は企業債の支払い利息等であり

ます。収益から費用を差し引いた当年度純損失

は2,427万7,709円で、この金額を前年度繰越欠

損金に加算した結果、当年度未処分欠損金

は4,302万9,234円となりました。

16ページをごらんください。４、貸借対照表

であります。

まず、表左の欄であります。固定資産は29

億4,467万5,889円であります。このうち、有形

固定資産の主なものは、送水管、配水管などの
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構築物や、浄水場のポンプ設備などの機械・装

置等であります。流動資産は16億7,867万7,547

円であります。その主な内訳は現金預金、その

他流動資産であります。

次に、右の欄でありますが、固定負債は14

億7,562万5,514円で、電気事業会計からの借入

金と退職給与引当金及び修繕準備引当金であり

、ます。流動負債は3,196万8,698円で、未払い金

未払い費用等であります。資本金は23億4,120

万3,378円で、借入資本金の他会計借入金は一般

会計と電気事業会計からの借入金であります。

剰余金は７億7,455万5,846円で、補助金等の資

本剰余金と利益剰余金であります。このうち、

利益剰余金には累積欠損金4,302万9,234円を計

上しているところであります。

したがいまして、資本金と剰余金を合わせま

した資本合計は31億1,575万9,224円で、これに

負債合計を合わせました負債資本合計は、左の

欄の資産合計と同額の46億2,335万3,436円とな

ります。

17ページをごらんください。次に、地域振興

事業会計であります。

まず、平成17年度地域振興事業の概要につい

てであります。

１、ゴルフコース利用状況ですが、年間利用

者数は、表下の17年度合計の一番右端の欄にあ

ります３万5,951人で、16年度実績３万4,908人

に比べますと1,043人の増となっております。

２、ゴルフコース使用料金収入につきまして

は、実績（Ｂ）の合計で9,364万9,000円となり

ます。目標に比べ1,605万3,000円の減となりま

した。これは、特に、料金単価の高い休日の利

。用者数の実績が目標を下回ったためであります

18ページをごらんください。主な工事の概況

につきましては （１）改良工事といたしまして、、

空調機器取りかえ工事197万4,000円を執行いた

しました。また （２）修繕工事といたしまして、、

台風14号災害復旧のための土砂除去工事819万円、

護岸復旧工事351万3,000円などを執行いたしま

した。

次に、19ページの平成17年度地域振興事業会

計決算であります。

まず、１、収益的収入及び支出であります。

（１）収入につきましては、事業収益の決算額

（Ｂ）は合計が１億1,744万1,132円で、予算額

に比べ1,008万9,868円の減となりました。

（２）支出につきましては、事業費の決算額

（Ｂ）は合計が9,556万8,624円で、不用額

は1,908万3,376円となりました。これは給料手

当や減価償却費の減少によるものであります。

20ページをごらんください。２、資本的収入

及び支出であります （１）収入につきましては、。

資本的収入の決算額（Ｂ）は１億9,504万円であ

ります。これは、指定管理者導入へ向け、財団

との関係清算のため、財団への貸付金が一括償

還されたものであります。

（２）支出につきましては、資本的支出の決

算額（Ｂ）は合計が２億7,424万1,751円であり

ます。このうち、建設改良費は乗用カートの購

。入及び空調機器取りかえ工事の費用であります

また、負担金につきましては、施設利用権を一

括取得したものであります。なお、不用額は565

万6,249円で、主に予備費によるものであります。

また、欄外にありますように、資本的収入額

、が資本的支出額に不足する額7,920万1,751円は

過年度分損益勘定留保資金などにより補てんを

いたしております。

。次に、21ページの３、損益計算書であります

まず、収益の部は総額で１億24万5,121円と

なっており、ゴルフ場使用収入がほとんどであ
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ります。費用の部は総額で9,143万1,744円と

なっております。このうち、営業費用はゴルフ

場の管理運営の経費などであります。営業外費

用は電気事業からの借入金に対する支払い利息

などであります。

次に、当年度純利益ですが、収益が費用を下

回ったため、881万3,377円の利益を計上しまし

た。この結果、前年度繰越欠損金を加えた当年

。度未処理欠損金は5,001万2,342円となりました

22ページをごらんください。４、貸借対照表

であります。

まず、表の左の欄にあります固定資産は６

億8,081万7,116円であります。このうち、有形

固定資産はゴルフ場の施設設備で、無形固定資

産は電算システムのソフトウエアであります。

流動資産は１億9,051万7,243円であります。主

な内訳は、現金預金、その他流動資産でありま

す。

次に、右の欄をごらんください。固定負債

は754万30円で、修繕準備引当金及び退職給与引

当金であります。流動負債は、未払い金、未払

い費用などの436万6,629円となっております。

次に、資本金は９億944万42円で、このうち借入

。資本金は電気事業会計からの借入金であります

次の剰余金は、累積欠損金5,001万2,342円を計

上いたしております。

したがいまして、資本金と剰余金を合わせま

した資本合計は８億5,942万7,700円で、これに

負債合計を合わせました負債資本合計は、左の

欄の資産の合計と同額の８億7,133万4,359円と

なります。

。以上であります。よろしくお願いいたします

議案説明が終わりました。○外山良治委員長

議案についての質疑はございませんか。

３ページの電力量ですが、達成率○中村委員

が今回64.1％で、使用量が少なかったというこ

とですが、この中で、これは「さるせ」と読む

んですか、それと浜砂ですか、95.5と34.7と非

常に差があるわけですが、何か機械の故障とか

そういったもので差があるんですか。

猿瀬発電所ですけれど○白ヶ澤総合制御課長

も、昨年の台風14号によりまして長期間土砂が

流入いたしまして、その期間停止しておりまし

た。その期間で達成率が少なかったんですけれ

ども、冬場の流量が多くて出力がふえて、平均

としましては非常に達成率のいい95.5％を達成

しております。

浜砂発電所でございますけれども、これは非

常に少なかったのは、横軸フランシスといいま

して、流量がある一定量あるときは効率がいい

と。この年は９月の雨が多かったんですけれど

も、平年は非常に少なかったと。そのときの流

量が少なかったものですから、効率の悪いとこ

ろで運転したという結果で達成率が結果的に悪

くなりました。

九州電力との契約ですよ、４ペー○中村委員

ジあたり、九州電力とは契約をするわけですけ

ど、これはどんどん今から下がる方向になるわ

け。その都度違うんでしょうけど。どこだった

かな、どこか視察に行ったとき、これより安い

金額だったと記憶しているんだけど、まだまだ

今から九州電力との契約の中で１キロワットア

ワーの電力量の料金が下がるかもわからない、

その見通しは。

九州電力もたびたびにわた○本田経営企画監

る電力料金の引き下げを行っております。もと

もと10％ぐらい下げますという目標だったんで

すが、もう既にそれ以上に下がっております。

それとともに、九州電力から見ますと、企業局

の経営努力も求められておりますので、我々も
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それに引きずられまして下がっていくというの

がありますが、これがずっと最後までいくとい

う話はありませんで、一応九州電力が目標とし

ているところは達成しておりますので、だんだ

んなだらかになっていくのかなとは思っており

ます。企業局の今キロワット当たりの単価が８

円99銭でございますが、次回、来年度料金交渉

がありますが、それぐらいまではもう少し下

。がっていくのかなという感じは受けております

企業局に企業努力を求められてい○中村委員

るということで、どういうことを求められるん

ですか。

電力料金と申しますのは総括○古賀総務課長

原価ということで、年間の発電量５億何がしを

発生するためにどれだけの原価が必要か。その

場合に、原価の中で一番大きな構成要素となり

ますのは減価償却費、これが昨年度も約15億円

弱ございました。これを低減させていくとなり

ますと、改良工事ですね、こういったものを抑

制していくとなりますと、適正な管理でできる

だけ長く使っていくという努力をして減価償却

費を低減させていくと。もう一方では、経営の

効率化ということが求められます。そういった

中では、やっぱり人件費を削減していくと。昨

、年とことしと企業局の人員を比較した場合には

昨年度は137名おりましたけれども、今年度

は120名という格好で効率化を図っていると。あ

と、企業債が先ほど説明いたした中で95億円余

りあるというふうに御説明申し上げましたが、

それに要する起債利息等がだんだんこれも償還

が進みますと減少されてきます。そういった意

味で原価を低減させていくという努力が求めら

れているところでございます。

先ほど説明で、営業外収益で国債○中村委員

の売却を言われましたよね。昨年度で７億余あ

るわけですが、その運用は国債だけですか。

昨年度末で国債を約100億円ほ○古賀総務課長

ど所有をいたしております。そのほかには地方

。債、さらには大口定期で運用いたしております

この前、私は金持っていないけど○中村委員

銀行にちょっと寄ったら、銀行で発展途上国の

、国債、何と言ったか名前は忘れましたけれども

リスクがあるのかもしれませんけれども、配当

が相当いいと。その分リスクもあるかもしらん

けど、やっぱりよく調査されて、国債だけでな

くて、研究された上で、銀行の説明ではそう大

したリスクはないと思いますよと。日本の投資

信託じゃなくて大きな外国の投資信託をやって

いるところなんですという説明だったんですけ

ど、それだったら、そういうところに投資して

やってもいいのかなと思いますが、そういった

研究はされてない……。

大変不勉強で申しわけござい○古賀総務課長

ませんが、外債については勉強はいたしており

ません。基本的には流動資産という格好で運用

いたしております。と申しますと、市場性のあ

る、要するに常に売り買いができるそういった

ものを中心に、また元本が保証されているもの

を中心に運用させていただいているところでご

ざいます。

、○中村委員 国内のだけということでしたけど

最近売り出したということでまだ始まって間も

ないということでしたけれども、リスクはどの

辺かどうかわかりませんが、その辺も勉強され

てひとつ運用益を図るように、そういったもの

。を研究されたらいいんじゃないかなと思います

十分研究させていただきたい○古賀総務課長

と思います。

ほかありませんか。○外山良治委員長

ちょっと話は前後しますが、勉強○山口委員
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させていただきますというのは、外債をという

ことなんですか。

資金運用につきまして、現在○古賀総務課長

は国債と地方債を中心に運用いたしております

が、その他の運用についてもいろいろ勉強をさ

せていただきたいということでございます。

私は、先ほどの中村委員の発言で○山口委員

ありましたように、やっぱり運用の効率を求め

ていこうといえば、普通で言うハイリスク・ハ

イリターンというのもあるのかなと。だから、

課長の答弁では、国内債に限ったことだったと

思っていましたら、勉強していきたいというこ

とですから、外債についても今から取り組むの

かなと一瞬思ったところでありました。それも

これも含めて勉強していくということですね。

企業局の資金と申しますのは○古賀総務課長

公金でございます。ですから、公金を運用する

に当たりまして、適切な運用が図られるような

面で今は国債と地方債を中心に運用いたしてお

りますが、それ以外の部分につきましても、よ

い運用があれば勉強してまいりたいということ

でございます。

６ページで説明をいただきました○山口委員

中で、今、議論になっています国債を売却した

ということで、先ほどの課長の答弁では、これ

まで100億近い国債を売却してきたと言われまし

たけれども、ちょっとそこらもう一度説明いた

だけませんか。

17年度末時点で所有しており○古賀総務課長

ます国債が100億円ということでございます。

この財務収益の予算額（Ａ）に比○山口委員

較して決算額（Ｂ）がふえてきておりまして、

それがこの国債の償還ということになるんです

けど、これは、売る・売らないというのはだれ

が判断するんですかね。まして予算額に上がっ

てきてなかったのが決算額で上がってくる。単

年度の収益がそれほど悪化したわけではない。

率直に申し上げれば、10年物なら10年物という

のを売却した結果であって、予算を立てるとき

に10年物が償還が来るというのを気づかずに、

ああ、来たから、今度上げておこうと、こうい

うことになっているんですか。

まず、財務収益でございます○古賀総務課長

けれども、財務収益の大半を占めますのは九州

電力株式の配当金でございます。これでなぜふ

えたかと申しますと、従来は１株当たり50円配

当でした。それが65円ということで15円増配に

なりましたので、その関係でふえております。

また、国債の売り買いの関係でございますけ

れども、国債を買う場合には、額面が100円です

と100円以下で買うようにいたしております。そ

して、100円を上回る価格が出た場合に利益が出

ますので、その場合に売却をするという格好で

運用させていただいております。

じゃ、それは当初の予算額に計上○山口委員

できずに、金融市場を見ながら決めていくとい

うことになるわけでしょうけど、どなたが売ろ

うという決断をされるんですかね。

そういった国債の相場がどう○古賀総務課長

いうふうになっていますよというのは、当然担

当の方がそういった情報を持ってくるわけでご

ざいますが、最終的には局長まで決裁いただい

て売り買いをやっています。

。○山口委員 実際はそうだろうと思うんですよ

局長の決裁なしの国債売却なんていうのはあり

得ないと思いますが、今、売るべきだ、今はだ

、めだという、どこで議論をされて、決定されて

最終的に局長が判断されるのかと思ったもので

すから、伺ったところです。

それから、12ページにそれぞれ工事が出てお
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りますが、財務会計規則にいう250万以下のもの

は別として、それ以上のものについてはすべて

。競争入札方式をとっていると考えていいですか

電気事業にかかわることでありますから、一部

専門分野ということもあって、中には特命、い

。わゆる随意契約もあると考えてよろしいですか

工業用水道施設災害復旧工事○桑畑工務課長

につきましては、非常に緊急性を……。

ごめんなさい。失礼しました。５○山口委員

ページの電気事業に係る工事の発注ね。

まず、主な改良工事の三財発○桑畑工務課長

電所関係ですけれども、耐震補強工事、これ

は13年に耐震調査をいたしております。それで

耐震を補強する必要があるということで耐震補

強工事4,600万、それと、三財発電所も40年経過

しておりますので、内外装の必要があるという

ことで主な修繕工事の7,200万、あと、緊急施工

でいたしましたのは、一番下にあります古賀根

橋の堆砂除去工事、これは取水口の前に土砂が

たまった関係で、緊急的に近くの業者、11年に

同じような廃土、土砂のけをした経験のある業

者を１社随契でやっております。以上です。

入札の基準のことだと思いま○古賀総務課長

すが、基本的には土木部に準じてやっておりま

す。具体的に申し上げますと、企業局の場合、

大規模工事というのはございませんので、予定

価格が2,000万円以上の場合につきましては、工

事でございますが、この場合は12社、さらにそ

れ以下、2,000万円以下の場合は９社を指名をい

たしております。また、委託工事につきまして

は、予定価格が2,000万円以上のものは８社、そ

れ以下のもの、2,000万円以下のものは６社とい

うことで運用させていただいております。

そして、工事別に……。

すみません、そうしたら順に○桑畑工務課長

いきます。三財発電所の……。

今、入札の基準の説明がありまし○山口委員

たが、私自身は、知事部局の財務会計規則で

は250万という基準がありますけれども、今の話

では、工事、それから委託、2,000万円という基

準が示されましたけれども、それらを含めて、

工事の発注については、すべてこれに従って数

社の入札でもって工事を決定しているというこ

とでよろしいですねと伺いましたら、一部古賀

根橋ダム云々という話がありましたので、そこ

らを含めて 競争入札されたところは結構で―

す 特命とか随契をあえてしなければならな―

かった事業とその理由をお聞かせくださいませ

んか。

随契の工事はこの古賀根橋ダ○桑畑工務課長

ムの１件だけでございます。これは、先ほど申

しましたように、取水口の前に土砂がたまりま

した関係で、発電に影響しますので、早急的に

土砂のけをしなくてはいけないということで、

業者選定におきましては、平成11年にもそうい

う土砂がたまりましたので、その土砂のけの経

験のある近くの業者をお願いをいたしました。

以上です。

実態を見ていないからわかりませ○山口委員

んけれども、その土砂というのは、例えば台風

災害か何かでどっとたまった、それとも、日々

の流れの中で蓄積していってやらなきゃいかん

なと思っていたら、やらないかんと、こうなっ

てきて、普通の言い方をすれば慌てて除去に

。入ったんですかね、ちょっとお聞かせください

排水口の前と送導水管、管の○桑畑工務課長

中もずっと詰まりましたので、それで早急に

台風14号ですね、だから、通常の土砂がた―

まっているわけじゃありません。台風14号に

。よって土砂が堆積したということでございます
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難しく言わなくて、台風災害によ○山口委員

ると言えば、ああ、そうですかというだけの話

です。このほかに、ここには出ていませんけれ

ども、金額的にはわずかですが、随契をやむな

くやったという例があればお聞かせいただけま

せんか。

全体で申し上げたいと思いま○古賀総務課長

す。 17年度は、工事で157件の工事を発注をい※

たしております。このうち、入札を実施いたし

ましたのが22件、250万円以下で随契いたしまし

たのが117件、250万円以上が18件の随契でござ

います。また、委託で申し上げますと、入札

が21件、随契が55件の計76件となります。

、随契の理由といたしましては、機器の特殊性

業務の専門性が高く、他に委託することが困難

な場合、要資格許可業務で地域内に１社しかい

ない場合、当該業務を熟知しており、安全・効

率な業務ができる、または他と比べて大幅に安

価となる場合、最後に、災害復旧対応、緊急に

行う必要があったこと、などがその主な理由で

ございます。

この表の中で、遠方監視制御○桑畑工務課長

装置、電源部補修工事、これが緊急でやってお

、ります。これは先ほど説明がありましたように

、その会社が製作・納入した会社でございまして

現状をよく把握していることと、専門的知識を

。持っているということで随契になっております

以上です。

総体的には、古賀総務課長から御○山口委員

、報告がありましたので、了解をしましたし、今

古賀根橋ダム、それから、遠方監視制御装置等

、については工務課長の御説明がありましたので

了解をいたします。あえてこういう質問を申し

上げましたのは、企業会計の中で、特に電気と

それから病院会計については、意外と随意契約

というのが多いんですね。他県で病院の医師が

入札妨害で逮捕されたという報道もありました

けれども、病院は別としまして、皆さん方の場

合はどうしても専門的な部分になりますから、

今、総務課長言われたように、いろいろな条件

でやむなく随意契約にしなければならないとい

うところは出てくる。ただ、やっぱりこうやっ

て、以前やったところとか、入札して手がけた

ところがあそこでしたから、ですから、あの企

業にお願いしましたとこうなってくると、いわ

ゆる１円入札というのもある意味ではと、こう

出てくるわけですね。ですから、個別のことに

ついては申し上げませんけれども、やはり今後

の入札のあり方については、一部そこらについ

ての御注意をお願いしたいと思います。

それから、監査委員の意見書の中の５ページ

に、電力について、皆さん方自身が策定した宮

崎県企業局経営ビジョン（経営基本計画）につ

いて、中長期的に着実に推進していくことが望

まれると、こうありまして、本来議会の立場と

して、予算を決めたところが決算審査もすると

一番いいんでしょうけれども、年度が変わって

しまいますから、恥ずかしいことに私自身、こ

の経営基本計画というのはわかりません。が、

初年度ということを 17年度の決算意見書と―

いうことですから、基本計画が着実に実行され

たか否かというのは、まだまだこれからの判断

だろうと思うんですが、先ほどの総務課長の答

弁ではありませんが、今後経営を見通していく

中で、これとこれはやらなければだめだという

のはどんなことが書かれているんですかね。

企業局経営ビジョンという銘○古賀総務課長

を打ちましてつくっておりますけれども、策定

をした背景といたしましては、先ほど来話題に

※22ページに訂正発言あり
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出ておりますが、電力市場の自由化というのが

ございます。また、行政改革、官から民への流

れ、また、一方では、自然環境の保全や地球温

暖化の防止、さらに、当然のことですが、健全

経営の維持と、これが策定を求められている背

景だということで、策定の目的としましては、

計画性、透明性の高い企業経営の推進、顧客・

県民の視点に立った経営の推進、経営目標や課

題を明確化しましょうという策定目的をしてお

ります。また、３事業の目標、目指す姿といた

しましては、電気事業につきましては、地球環

境に優しい純国産電力の供給、地域貢献の積極

的推進、地域資源を活かした再生可能エネル

ギーの活用というのを掲げております。また、

工業用水道事業につきましては、安定供給、低

廉な料金の維持、新規事業の拡大、最後に地域

振興事業につきましては、県民の健康づくりに

貢献できる施設づくり、経営の健全化、河川環

境の維持及び地域への貢献を掲げているところ

でございます。以上です。

わかりました。いま一度伺いたい○山口委員

のは、売却先である九州電力が本県の企業局か

ら買い上げる電力料金というのは、例えば他県

とか他の企業からの部分もあるんでしょうが、

よそから幾らで買ってうちからこれだけで買っ

ているというのは、それは九州電力の企業秘密

なんですかね、それとも皆さんはある程度御存

じなんですか。

他企業から、民間企業からど○古賀総務課長

の程度で買っているかというものについては承

知いたしておりませんが、全国31の公営電気が

大体どの程度で買っているかというのは承知い

たしております。九州は４県、福岡、熊本、大

分、宮崎の４県がやっておりますが、平均いた

しますと８円99銭ということで、宮崎県の料金

と同様でございます。これは18年度の料金でご

ざいます。全国平均で申し上げますと、８円41

銭ということになっております。

きのう、一ツ瀬川の県民スポーツ○山口委員

センター、地域振興事業を視察させていただき

ましたが、指定管理者制度は一体何だったんだ

ろうと思う部分がありましたが、将来的に電気

事業とかが指定管理者制度へ移行するというこ

ともある意味では検討してもいいのかなという

気がするんですが、そこらについてはどうお考

えですか。

山口委員、まず、議案につ○外山良治委員長

いてお願いします。

ほかありませんか。

ごめんなさい、聞いたような気が○中村委員

するんですけど、10ページ、市町村交付金、こ

れは２億6,397万9,000円、ちょっと多いんです

が、この中に公有資産等所在市町村交付金法に

。基づく交付金と、こういう法律があるんですか

固定資産にかわるものという○古賀総務課長

ことで、事業用資産の1000分の14を納めさせて

いただいているところでございます。いわゆる

固定資産税の税額とほぼ一緒です。

しかし、発電所の固定資産という○中村委員

のの割り出し方というのは非常に難しいと思う

んですね。土地建物でしょうから。ただ、我々

の家屋とか土地あたりは何平米どのくらいのも

のでつくっているというのはわかるけど、ああ

いうものの資産というのは、市町村がなさるわ

け、固定資産の基準設定というのは。

局の簿価に基づいてお支払い○古賀総務課長

させていただいています。局の簿価です。企業

局で資産として計上している額に対して納めさ

せていただいています。

ほかありませんか。○外山良治委員長
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ちょっとお尋ねしたいと思い○湯浅副委員長

ますが、８ページと９ページですね、これにす

べてが集約されていると私は思うわけですが、

要点だけをお聞きして御確認をさせていただき

たいと思います。

第１点が、試算表と損益計算書の中で、純利

益対人件費の率、総利益対人件費の比率、これ

は今でなくていいです。

第２点、総資本対利益率の割合。

第３点が、地域振興資金の使途ですね、これ

は私、非常に関心があるんですが、地域振興資

金の使途。

それから、第４点が、最前、中村委員の方か

らも出ましたが、短期投資の内容について、後

でいいですから、参考になる資料があれば。す

ぐは出ないと思うんですよね。出ますかね。あ

りますか。それと、ほかの県との比較の表があ

れば。これの中で企業局の姿が大体わかると

思っているんですね。もしあれば。答えができ

たら。

利益率とかそういったものに○古賀総務課長

つきましては、全国のものまでとなりますと手

元に用意しておりませんので、お時間をいただ

きたいと思います。

それと、短期投資の状況でございますけれど

も、短期投資が130億円ほどございますが、これ

につきましては、大口定期、国債、地方債で運

用させていただいております。

、また、地域振興積立金でございますけれども

一般会計を通じまして市町村振興貸付金といた

しまして９億円、それと地域振興事業会計に８

億4,000万円ほどを貸し付けております。

短期投資の内訳は最前、中村○湯浅副委員長

委員の方から出ましたので、利回りですね、大

体どのくらいになりますか、参考までに教えて

ください。

それから、もう一点、現金の残高、これは現

、金預金が25億とバランスシートで出ていますが

この中でちなみに現金がどのくらいあるのか。

ちょっと見てわかれば教えてください。

利回りについては調べさせて○古賀総務課長

ください。

現金残高は幾らかという御質問でございます

けれども、企業局は現金は一切所有いたしてお

りません。

なけりゃいいんですよ。余り○湯浅副委員長

あるとあぶないからね。そういう意味で聞いて

いるわけです。以上です。資料は後で、もしよ

けりゃ渡してください。

総資本利益率とか全国と比べ○古賀総務課長

てどうなのかという御質問ございましたけれど

も、17年の決算審査意見書の、例えば電気事業

ですと、22ページに、３カ年の経営分析、さら

に全国の状況がどうかという表がございます。

それで申し上げますと、例えば損益の比較で申

、し上げますと、総資本利益率が17年度は1.31％

全国は、16年でございますけれども、1.37％と

いうような数字が出ております。さらに、職員

一人当たりの営業収益で申し上げますと、17年

度が3,796万2,000円、16年度でございますが、

全国では3,944万円という数字が出ているところ

でございます。

現金は企業局は現在ゼロとい○外山三博委員

うことですが、預金はあるんでしょう。

はい、預金はございます。○古賀総務課長

預金と現金と投資、投資は国○外山三博委員

債、株券あるでしょうが、合わせた合計は幾ら

ですか。現金はないということですから、預金

と投資分。

現金と国債、地方債、さらに○古賀総務課長
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大口定期ですね、現在、企業局全体で運用して

いると。一方では借り入れとかあるわけでござ

いますけれども、それは185億ございます。

今度、県病院が18年度から公○外山三博委員

営企業法の全部適用になりましたよね。企業局

はこれは前から適用になってやっておるんです

か、それとも18年度から新たな適用ということ

になるんですか。

企業局については全適のまま○古賀総務課長

変更ございません。

病院事業と私どもの企業局の○日髙企業局長

事業との関係でございますが、病院事業の場合

には、法律で、全部適用するのかあるいは一部

適用するのかという選択がございます。基本的

には、法律の中では財務だけ一部適用というこ

とになっておりますが、これを人事関係も給与

関係も全部含めて全部適用にするということは

できるということで、病院は今回全適にしたと

ころでございます。私どもの企業局の事業につ

いては、地方公営企業法が全部適用されると。

もとから適用されるということでございます。

私、前から思っておったんで○外山三博委員

すけど、公営企業というのは、地域振興その他

そういうような使命はあると同時に、経営の健

全化というか、利益を確保していくというもの

も、例えば県の決算とは違いますよね。県の財

務と企業局はおのずから違うと思っておるんだ

けど、記帳の仕方はほとんど同じですね。例え

ば、この決算書見ても減価償却というのは全然

出てこない。だから、買ったときの価格がその

ままずっといくわけでしょう。減価償却はして

ないでしょう。

減価償却は毎年行っておりま○古賀総務課長

す。

それじゃ、この企業局の決算○外山三博委員

ではどこに出てきておるんですか、減価償却の

費用は。損益計算書のどこかに出てこないとい

けないですよ。

宮崎県公営企業会計決算書で○古賀総務課長

ございますけれども、この中の電気事業の場合

ですと、営業費用の内訳といたしまして、45

ページのちょうど中ほどにございます。減価償

却費、合計額で申し上げますと一番右端の数字

になりますが、14億9,225万2,219円でございま

す。

そうすると、先ほど説明して○外山三博委員

いただいたこの決算審査資料のどこにこの金額

が含まれてきておるんですか。

資料で申し上げますと、８○古賀総務課長

ページの費用の部の営業費というのが、合計

。で40億1,891万3,870円という数字がございます

そして、この中、さらには、水力発電費、送電

費、一般管理費の中にそれぞれ項目ごとに減価

償却費は入っております。

これに関連して後でまたしま○外山三博委員

す。

湯浅副委員長からの御質問で○古賀総務課長

あと１問残っておりました。平均運用利率は17

年度はどうだったのかということでございます

が、国債等につきましては、17年度1.039％です。

あと、大口定期でございますが、これにつきま

しては0.046％でございました。

ほかありませんか。○外山良治委員長

二人の質問に補足することになり○山口委員

ますが、大口定期預金というのは１行のみなん

ですか、それとも幾つかの銀行にまたがって預

金をされているんですか。

ある一定のロットごとに県内○古賀総務課長

の金融機関からお見積もりをいただきます。そ

して、お見積もりをいただいた中で一番高いと
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ころに預け入れるというルールで運用させてい

ただいています。

結局一定額がまとまれば、先ほど○山口委員

の話じゃありませんが、入札みたいな形をやっ

て、そして高いところに預けるということで、

恣意的に、あるいは意図的にこことここという

形とか、あるいは皆さんの方でバランスをとっ

て県内金融機関のこういう形ということでやっ

てなく、あくまで運用上有利な形で金融機関を

選定しているということでよろしいんですね。

そのとおりでございます。○古賀総務課長

結果、県内金融機関の何行ぐらい○山口委員

にまたがっているんですか。

地銀が２行ございます。農協○古賀総務課長

系、あと労働系、以上でございます。

裏返してみたら、県外の都銀、金○山口委員

融機関もそのほかにはあるということですか。

県内金融機関で運用させてい○古賀総務課長

ただいています。

ほかありませんか。○外山良治委員長

それじゃ、地域振興について○外山三博委員

ちょっとお尋ねしたいんですが、最後のページ

の貸借対照表の中の土地は、多分あの建物があ

るところの土地だろうと思うんですよ、建物も

あそこの建物。構築物の５億1,000万というのは、

あのゴルフ場のグリーンとかフェアウエイとか

あそこにかかった分というか、あの分なんです

か。

構築物の５億円の内訳でござ○古賀総務課長

いますが、そのほとんどはゴルフコースでござ

います。ゴルフコースが５億1,0 0 0万の中

の4,900万円余りとなっております。そのほかに

は、駐車場、給水設備、排水設備等となってお

ります。

ゴルフ場ですね、ここは固定○外山三博委員

資産ということであれば、減価償却の対象にし

てあるんですか。

、○古賀総務課長 ゴルフコースにつきましては

減価償却の対象とはいたしておりません。

ということは、芝張りかえた○外山三博委員

り補修していけば、この資産はどんどんどんど

んふえていくということになりますよね、減価

償却しなけりゃ。

芝の張りかえというようなも○古賀総務課長

のにつきましては、資本収支じゃなくて三条予

算と、要するに修繕費という格好で処理させて

いただいております。

全然私はわからないから参考○外山三博委員

のために聞いておるんですが、一般のゴルフ場

、もありますよね、これは完全に民間企業だけど

考えてみたら、芝植えればやっぱり傷みますよ

ね。資産価値が落ちていく。そこでまた改築し

てそこにまた資産価値がふえていくということ

じゃないかと思うんですが、何かそういうふう

な商法上というのか、会計処理上、ゴルフ場の

取り扱いは何かそういうものがあるんですか。

税法上、償却しなくていいと○古賀総務課長 ※

いう格好で、民間も償却はしていないというふ

うに伺っております。

一ツ瀬のゴルフ場は財団法○本田経営企画監

人でございます。財団法人は公益法人というこ

とで、財団法人の中で公益事業と収益事業を

。やっております。公益事業は、減価償却の……

先ほどの説明に補足させてい○古賀総務課長

ただきますと、構築物のゴルフコースというの

は土地と一体不可分という位置づけになりまし

て、財務省令で減価償却をする必要のない資産

に該当するということになっておりまして、こ

この分に係る分については減価償却を実施して

※16ページに訂正発言あり
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いないということでございます。

ということは、さっき課長が○外山三博委員

税法上と言われましたね、企業局は税金払わな

いでしょう。税法上の適用というのはそれは間

。違いじゃない。訂正した方がいいと思うんです

御指摘のとおりでございまし○古賀総務課長

。て、財務省令でございます。失礼いたしました

ほかありませんか。○外山良治委員長

私は工業用水の方ですが、先ほど○十屋委員

から出ています決算審査意見書の中で、27ペー

ジの下から４行目で、新たな需要拡大と、ずっ

とありまして、経営基本計画を着実に推進する

、と言われていますけれども、37ページの中では

総資本利益率、台風とかによって、17年度は災

害でいろんな数字的なものが落ちてきているん

ですけど、結果として、先ほども説明がありま

したように12社がなかなかふえない。新しく

入ったところ、出ていったところ、プラスマイ

ナスで12社という話なんですが、企業局とほか

の商工の関係とか、企業誘致を一生懸命日ごろ

もやっていらっしゃるんですけど、どういうふ

うに企業局としてほかと連携されていくのかな

というのがちょっと見えにくいところがありま

して、それは工業用水をたくさん使っていただ

ければそれだけ上がっていくし、それがまた災

害に遭ったら大変だし、そこの顧客をふやすと

いうことでは、ほかの部局とどういうふうに連

。携されているかというのを御説明いただければ

、○本田経営企画監 企業の誘致に関しましては

企業局としましては、商工観光労働部新産業支

援課、そこと連携をとりまして行っているとこ

ろでございます。

言葉で言えばそれでおしまいとい○十屋委員

う、わかりづらいんですけど、そのとおりだと

は思うんですけど、例えば、この基本計画とか

というのは我々委員の方には見せていただけま

すか、それが１つと、県の企業誘致の方の担当

も一生懸命頑張ってもらっている部分があるん

で、努力されているのは十分わかっているんで

すが、要は、未達水量がたくさんあって、それ

を何とかうまく使っていただくという企業もあ

りますが、別な方策とかそういうものは何かな

いのかなというふうに思うんですけど。そのあ

たりで、今おっしゃられたように、うまく連携

してやっていると言われれば、ああ、そうです

かと言うしかないんですが、ほかにこの部分の

収益を上げていく、経営の効率化とか、人員の

配置の問題とか、いろいろされていますよ

ね。44ページにも、職員１人当たりの営業収益

というのは16年度よりか600万ほど上がっている

ということがあったり、他県とはちょっと比較

できない、企業の数等も違うでしょうし、そこ

は一概に比較できないと思うんですが、その辺

の何か手だてといいますかね、そのあたりはど

のように考えていらっしゃるのか。

まず、経営基本計画の件でご○古賀総務課長

ざいますけれども、これにつきましては、経営

ビジョンと銘を打ちまして、ホームページでご

らんいただけるようにしております。また、委

員の皆様には後ほどお届けをいたしたいと思い

ます。

また、給水の拡大という問題は、局としても

大変大きな課題であるというふうに考えており

まして、従来から、誘致サイドと何とか新規の

、そういったものがスムーズにいかないかどうか

仮に誘致が進んだ場合については給水がどうい

う格好で進んでいくのかと、そういった部分で

の打ち合わせはさせていただいております。

また、局といたしましても、今、給水区域が

ほぼ新産都市に限られておりますけれども、そ
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れ以外のところで給水ができないかどうかとい

うような可能性も調査したところでございます

けれども、やはりそこまで持っていく管路の工

事費等の問題がございまして、今のところ実現

をしていないという状況でございます。１つに

は、既存のユーザーが少しでも、去年の決算で

御説明しましたとおり、日向精錬所とか旭化成

さんみたいに実給水量が上がってくるような状

況になっていただけるのが、一番現実的には早

いのかなと思っております。もう一つは、１

区・４区、空き地ございますので、そこに日向

市とも連携をとりながら誘致を速やかに進める

ことが、我々としても希望しているというとこ

ろでございます。

ぜひ企業誘致の部分を頑張っても○十屋委員

らわなきゃいけないんですが、日向市の方もい

ろいろ水の問題であるようでありますので、そ

のあたりも含めて、料金等の交渉もあるでしょ

うし、そこ辺あたりも含めて御検討をお願いし

ておきたいというふうに思っております。

ほかありませんか。○外山良治委員長

電気事業、工業用水、地域振興、○山口委員

それぞれ順次いくのかなと思ったら、一括して

だそうですから、12ページ及び18ページ、先ほ

ど私申し上げました工事の発注、委託発注含め

て、総件数及びその中に占める競争入札、随意

契約等の内訳をお聞かせください。

先ほど内訳を申し上げました○古賀総務課長

が、これは局全体で把握いたした数字でござい

ます。ですから、局全体の数字が先ほど申し上

げた数字でございます。

それは会計ごとの取りまとめはし○山口委員

ていないんですか。それとも、後で時間をかけ

てみればわかるというのであれば、委員長にお

。願いして資料の提出をお願いしたいと思います

お時間をいただきたいと思い○古賀総務課長

ます。

すぐ出るんですか、しばら○外山良治委員長

く待てば。時間をいただきたいということであ

れば。暫時休憩いたします。

午前11時33分休憩

午前11時33分再開

では、再開いたします。○外山良治委員長

工業用水道事業について伺いま○山口委員

す。11ページの２、給水料金収入、括弧の下に

米印で、基本料金、未達料金、超過料金となっ

ていますが、現実的に契約水量を上回る超過料

金を取ってまで使用している企業はないという

ことでしたよね。

超過料金についてでござい○本田経営企画監

ますけれども、これは 基本水量を超過した場合※

なので、一時的に何かのトラブルがありまして

使い過ぎたとか、そういうときに超過料金が発

生する場合でございまして、通常は超過料金と

いうのは発生しておりません。

今言われたように、ピーク時、瞬○山口委員

間風速的に契約水量を日量で割ると超えた部分

はあるかもしれないけれども、年間をならして

いくと超過料金を払うまで使ってくれている企

業はないということですよね。

一時的に超すことは例があ○本田経営企画監

ります。17年度もございました。

契約水量、例えば1,000トンご○古賀総務課長

ざいます。これは、1,000トンの中で実給水量

を400トンなら400トンという格好で、年間ずっ

とそのままで行くわけではございません。です

から、月ごとに、今月は夏場だから500トン使い

ます、冬場だから300トンでいいですということ

※18ページに訂正発言あり
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で月別にします。しかし、その月で300トンとい

うふうに抑えたけれども、たまたま操業度が上

がって、そのときに超過料金が発生するという

場合がございます。そういった部分で、11ペー

ジに書いておりますが、超過料金が発生してい

ますので、超過料金を含むという表現をさせて

いただいております。

わかりました。じゃ、年間の契約○山口委員

水量を月に割り返して、またそれを日に割り返

して、一瞬、操業の関係でその水量を超えたけ

れども、１日をあるいは月間をあるいは年間を

ならしてみたら、契約水量以下だったからじゃ

なくて、瞬間風速といえども一時期に契約水量

を超えれば、常時水量から超えれば、超過料金

をいただくというシステムになっているんです

ね。

ちょっと訂正させていただ○本田経営企画監

きます。基本水量ではございません。常時使用

水量と未達水量とございますが、常時使用水量

を超えましたら、常時は使う水ですから、これ

、を一時的に超えましたら超過水量となりますが

実際はチャートをとっておるんですけど、１時

間を超えたら超過水量の料金になるということ

でございます。

実績１億5,393万円の中で超過料金○山口委員

というのはどれぐらい入っているんですか。

どなたが答弁されるんで○外山良治委員長

しょうか。

決算書の75ページの右の欄○本田経営企画監

に、４月、５月、６月、７月、超過料金が発生

しましたということで、６万、９万、４万、９

万ということを記載しております。水量にしま

すとこれを約20円で割った額になります。

何を言いたいかと申し上げますと○山口委員

ね、基本料金10.4円、未達料金６円とこうなっ

ていますよね。しかし、実際に使った使用量と

未達料金とを重ねて実際の水量で割り返します

と、はっきり申し上げてこんな料金にはならな

いんですね。私が詳しいことを言うまでもない

でしょうけど。この量しか使っていないから、

その量の基本料金をもちろん払う。あと、使っ

ていないけれども、未達料金を使用料に覆いか

ぶせてトン当たりの計算をすると、60円、70

円、80円という実績が出てきますよね。それは

、未達料金の契約をしていないところは別として

契約しているところはトン当たりどれぐらいの

実支払い費用が出ているというのは、皆さんの

お手元にはそんな資料はあるんですか。

しばらくかかりますね。５○外山良治委員長

分休憩いたします。

午前11時41分休憩

午前11時48分再開

再開いたします。まず、当○外山良治委員長

局の答弁をお願いします。

工業用水道各ユーザーの実○本田経営企画監

、質単価でございます。実質単価といいますのは

工水の料金割る実使用水量で出した単価でござ

いますが、ことしの５月分で出したところでご

ざいますが、一番高いユーザーで58.70円、各

ユーザーの平均でいきますと23.10円でございま

す。

ということですから、先ほど十屋○山口委員

委員の発言にもありましたように、関係部局と

一緒になって企業誘致を図ろうとするときに、

この下だけを見せれば、ああ、いいですねと、

こうなるかもしれんけれども、実質、昭和39年

から50年までの間に進出してきた企業というの

は、平均で23円、高い企業では実はトン当た

り58円の金を払っていると、こうなってきます
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ので、いつも申し上げる企業努力が実る料金体

系をやはり今後やっていく必要があるのではな

いかと。ただ、いつも皆さんが答弁されるよう

に、そうなると未達料金の部分を基本料金の方

に割り返すということになりますから、結果と

して単価が上がることになります。ですから、

今御指摘のありました平均23円、最高58円とい

うこの企業の言い前はわかりながらも、契約水

量だけしか契約していない50年以降の企業につ

いては、料金が上がることになりますから、逆

に彼らの了解も得なければならないということ

になりますよね。そこらについての検討という

のはこれまでやってこられたことはあるんです

か。

料金のあり方につきましては、○黒木副局長

契約水量と実使用水量の格差が大きいというこ

とは私たちも問題として考えておりますので、

先ほどお話がありましたように、各ユーザーの

同意も前提となりますので、料金のあり方を検

討するに当たりまして、近くユーザーの方々の

意見交換会などを開いていろんな御意見をまず

聞いて、そして、今後のあり方について検討し

ていきたいというふうに思っているところでご

ざいます。

そのほかありますか。○外山良治委員長

最前私が要望した財務比率で○湯浅副委員長

。すよ、ほかの県の参考例があったら参考までに

これは皆さんたちにも必要だと思います。後で

いいですから、資料提供を。わかる範囲内でい

いです。よろしくお願いします。以上です。

これにつきましても、ちょっ○古賀総務課長

と時間をいただきたいと思います。

ほかありますか。○外山良治委員長

〔｢なし｣と呼ぶ者あり〕

議案第12号に関しての質疑○外山良治委員長

は終了いたしました。

その他の事項で何かありますか。

委員長から指摘されまして質問を○山口委員

やめましたけれども、指定管理者制度にあれは

移行し、これは移行しなかったという、結局、

本県財政に一番大きく寄与しているこの電気事

業は移行しませんでしたよね。公営企業法の全

面適用を行っているとはいえ、結局そこに配置

する人員は企業局との行ったり来たりというこ

とですから、最終的には工業用水やあるいは電

気事業含めて指定管理者制度への移行というの

も検討されていいのではないのかなと思います

が、決算の審査でありますから、過去のことし

か聞けないという意味では、そういうことを議

論されたことはあるんですかね。

指定管理者制度の考え方につ○日髙企業局長

きましては、現在、県の施設で第三者の機関に

委託をしている、お願いをしていると、そう

いったところについて、固定的ではなくして、

応募をして、そこで民間も含めて審査をして、

そして指定管理者としてお願いをすると。その

ことによって効率的な当該施設の運営を行うと

いう趣旨で現状ではやっているところでござい

ます。もちろん、県が直営でやっているといい

ますか、県そのものがやっている事業について

も指定管理者の対象になるのかどうかというこ

とについては、考え方としては、私も法的には

よくわかりませんけど、対象になり得るのかな

という感じはするんですが、そういったことで

ございまして、県の直営事業として指定管理者

制度についての検討ということになるわけでご

ざいますが、企業局におきまして、今の私ども

がやっている事業につきましてそういう検討を

やったことはございません。

私どもの公営企業につきましては、委員の皆
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様方も御承知のとおりでございますけれども、

今、官から民へという非常に大きな流れがござ

いまして、官でやった方がいいのか、民でやっ

た方がいいのかという議論、当然あるわけでご

ざいます。そのときに、やはり官でやる意味は

何なのかということを私どもはつぶさに考えて

いかなきゃいけない。そういう意味がなくなっ

てくれば、当然これは官でやる必要はないわけ

でございますから、そういう点での議論という

のは私ども局内でも十分やっておりますし、ま

た、全国の公営企業、特に電気事業につきまし

ては、全国レベルでもいろいろ議論がなされて

いるところでございます。

私どもの企業局のあり方についてでございま

すが、私は、基本的に、本県の企業局、対象と

します電気事業があるわけでございますけど、

やはり、電気事業の規模とかそういったものを

総合的に勘案いたしますと、今のこの体制で私

は当面やっていくべきなのかなというふうに考

えているところでございます。

といいますのは、そもそもの私ども電気事業

の始まりでございますけれども、治水ダムをつ

くりまして、ダムに水をためて、そしてそれを

適宜放流すると。そういうときに、ただ単に水

を捨てるということだけではなくして、そこに

附随して出てくる、みずから電気事業を興して

その費用でもって一般会計のダムの管理費を負

担していくと、その財源に寄与すると、そうい

うことがあるわけでございます。ちなみに、17

年度の決算でもそうでございますが、一般会計

に対しまして、ダムの管理費で３億5,000万負担

をいたしておるところでございます。比率にい

たしましてたしか46％ぐらいだったと思います

が、多いときにはまだ大きな額を負担している

わけでございまして、それとか、ほかの負担で

ございますけれども、例えば、市町村振興資金

への貸し付け、今度は地域振興事業貸付金とい

うことに変更いたしましたけれども、そういっ

たもの、それから水利使用料とか、そういうも

のをもろもろ含めますと、一般会計に出してお

る金が大体９億から10億ということになるわけ

でございます。それから、また、市町村に対し

ましても、先ほどちょっと出ましたけれども、

市町村交付金でございますが、交付金が２

億7,000万ぐらい、ざっと３億ぐらいということ

でございまして、トータルしますと県と市町村

に対しまして12億弱ぐらいの財政的な支出をし

ているというようなことを考えますと、やはり

今のこの体制でやった方が県財政にも寄与して

いくということになるんじゃないかと思ってい

ます。

それから、もう一つ、忘れましたけれども、

今回緑のダム事業ということで新しくスタート

したわけでございますが、そういった点でも一

般行政に寄与しているということでございまし

て、そういうことを考えますと、今の体制で私

は現段階においてはやっていくべきじゃないか

なというふうに考えているところであります。

。ちょっと長くなりましたが、以上でございます

、○山口委員 小泉総理、退陣をされましたけど

聖域なき構造改革ということで官から民へと、

５年前は僕らもびっくりしたんですけど、結果

として、道路公団、あるいは郵政公社、そして

政府系金融機関、それぞれ全部民間に変わって

きますよね。今、局長言われたように、民間企

業でやった方がいいのか、公営企業でやった方

がいいのか。例えば、公平さ、公正さ、あるい

は公益的事業となりまして、また、一般会計に

寄与していると、こうなると、いや、このまま

あるべきで、絶対許せない、絶対許せないとい
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う感じが皆さん方の立場なのかなと思うんです

ね。しかし、やっぱり国の流れを見ていきます

と、きのうの一ツ瀬のゴルフ場ではありません

が、生かさず、殺さず、手放さず任せてしまう

という形からいけば、私はやっぱりいずれはそ

ういう時代が来るのかなと。だから、事業とし

て公益性を守りつつ、上がった収益はちゃんと

県がもらってと、こうなる。

なぜそういうことを申し上げるかといいます

と、電気事業を初め、他の事業会計も営業費用

、のほとんどがいわば人件費ですよね。ですから

これが極端な話、７割でできるとか５割ででき

るとかいうことになれば、私は、今、局長が並

べてきた理屈というのは成り立たなくなるのか

なと思いました。

考え方としては結構です。本来は場所を変え

て、ある意味では知事との政策論争なのかなと

。思いますから、これ以上の追及はいたしません

ありがとうございました。

前も発言したことがあったか○外山三博委員

と思うんですが、一ツ瀬のゴルフ場の横に新富

町が用地を確保した空き地が、芝生があります

ね。あれはもともとあのゴルフ場をつくるとき

、に、当時の町長が、あそこは温泉が出ますから

お湯を引いてきて温泉をつくるということで、

私もすばらしいことだなと思っておった。とこ

ろが、その町長がそういう公約を掲げて選挙を

やったら落選されましてね、次の町長になって

からそのままになっておるんですが、特にあそ

このゴルフ場は高齢者が非常に多い。高齢者の

今後の健康増進ということを考えていけば、あ

そこに温泉ができれば、あのゴルフ場にはふろ

。がありませんから、非常にいいと思うんですよ

ただ、これは企業局がやるということよりも、

、やっぱり新富町がやるべきだろうと思いますし

新富町の昔からあるルピナスの湯というのが非

常に古くなっています。場合によっちゃあれを

こっちに持ってくれば、ゴルフ場の利用客の

アップにもなるし、地域振興という形でも私は

非常にいいと思うんですよ。多分接触はされて

いないと思うんですが、新富町に、過去こうい

う経緯があって、ここに土地を買われたと。ぜ

ひ一度新富町と接触されて、新富町の今の考え

をお聞きをいただいて、できたら、先ほど資金

も潤沢にあるから市町村に融資というような話

もありましたね、場合によっちゃ新富町に融資

をして、その資金でつくってもらうとかいうと

ころまで私は踏み込んでもいいんじゃないかと

思うんですね。そういうことを申し上げて、接

触は最近しておられないでしょう、新富町に対

して。

ゴルフ場が新富町にございま○日髙企業局長

すので、いろいろと利用促進とかそういった関

係等で時々新富町と会う機会はございます。私

ども１年に１回は新富町にあいさつに行ったり

するわけでございますけど、そういった機会等

もございますので、今、委員がおっしゃいまし

た件については、もちろんそういった附帯施設

というのができれば、これはゴルフ場の利用促

進にもつながるわけでございます。そして、あ

そこを健康増進的なゾーンにできるという点も

ございますので、そういったことについてもま

た新富町とも話してみたいというふうに思って

おります。企業局でやるかどうかということに

、ついては、またそれは別の問題といたしまして

そういうことで考えております。

昨日、現地調査をお願いいた○古賀総務課長

しましたときに、北部管理事務所で御質問がご

ざいまして、お答えできなかったものが１問ご

ざいましたので、それをお答えさせていただき
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たいと思います。

北部管理事務所が集中制御される前と後の人

員体制はどう変わったのかという御質問がござ

いました。平成４年が集中制御を行う前でござ

いまして、そのときには、名称を工業用水道管

。理事務所としておりましたが、９名おりました

平成５年は13名ということで４名ふえておりま

すが、実は、これは祝子川発電所の系統の業務

を行うと。平成４年までは祝子川発電所の要員

といたしまして９名おりましたので、平成４年

を合わせますと18名から平成５年は13名、５名

の減があったということになります。以上でご

ざいます。

それでは、以上をもって審○外山良治委員長

査を終了をいたしました。執行部の皆様には御

苦労さまでございました。

暫時休憩をいたします。

午後０時４分休憩

午後１時29分再開

それでは、委員会を再開い○外山良治委員長

たします。

午前中、資料要求をいたしました件につきま

して、御説明をお願いいたします。

まず、17年度企業局入札・随○古賀総務課長

。契実施状況という表をお配りいたしております

午前中、私の申し上げました数字と、精査いた

しました結果、若干数字の変更がございます。

おわびして訂正申し上げます。

まず、種別でございますが、工事と委託、合

計に左の方で分けております。そして３事業ご

とにそれぞれ工事、委託の数字を出しておりま

す。

まず、工事、電気事業でございますが、指名

、競争入札が17件、小額随契を超える随契が７件

小規模随契が103件の110件でございます。

工業用水道事業、指名競争入札が３件、小規

模を超える随契が７件、小額随契が13件の20件

でございます。

地域振興事業、指名競争入札が１件、小規模

を超える随契が１件、小規模随契が４件の５件

でございます。

委託につきましては、それぞれ、電気事業

が23件、７件、39件の随契が46件、工業用水道

事業が、指名競争入札が２件、随契がそれぞれ

３件、６件の合計の９件、地域振興事業はござ

いません。

以上、合計いたしまして、指名競争入札が46

件、随意契約が190件の合計の236件となりまし

た。以上でございます。

続きまして、全国公営電気事業の各種経営指

標について御説明申し上げます。資料をお開き

ください。

まず、１ページでございますが、総資本利益

率と、総資本に対しどの程度の利益が上がって

おるのかということでございまして、表の右下

の方にございますけれども、合計のところ、全

、国平均が16年度で1.09でございます。宮崎県は

、その上の方でございますが、1.45ということで

利益率につきましては全国平均よりも上の数値

になっております。

続きまして、２ページでございます。これ

は16年度収支比率と、総収益分の総費用という

ことでございますが、これは100を超えておると

利益が出ているという数字でございます。一番

下、表中ほどになりますが、収支比率、合計の

ところが109.5ということで、全国平均が109.5

でございます。これに対しまして宮崎県は115.8

ということで、これにつきましては全国平均を

上回っているという状況にございます。
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３ページでございますが、これは同じく、16

年度の営業収益利益率でございますが、営業収

益に対して幾らの利益が上がっているのかとい

、うものでございます。同じく、表下の方ですが

右端から２番目のところでございますが、全国

平均が9.0でございます。宮崎県は14.5というこ

とで、これも全国平均を上回っているという状

況にございます。

続きまして、４ページでございます。職員１

人当たりの営業収益、これは労働生産性を示す

数字でございますけれども、表の一番下でござ

います。Ｂ分のＡでございますが、全国が１人

当たり4,042万7,000円でございます。宮崎県

が3,905万9,000円ということで、ほぼ全国平均

並みの営業収益を上げているところでございま

す。

最後になりますが、５ページでございます。

人件費の全費用に占める割合でございます。こ

れにつきましては、16年度が一番右端の方に

なっておりまして、全国平均が一番下の方に

なっております。26.8％が全国平均でございま

すけれども、宮崎県は28.3ということで、これ

よりも若干高うなっております。

それと、もう一つ、資料として経営ビジョン

をお配りしておりますので、後ほどごらんいた

だければと思います。以上でございます。

執行部の説明が終了しまし○外山良治委員長

たが、質疑はありませんか。

入札・随意契約の実施状況につい○山口委員

て伺います。縦の欄で、随意契約の中に小額随

契を超える随契と、こうありますが、これは電

気事業、工業用水道事業、地域振興事業、とも

に2,000万という金額なんですか、それとも、事

業会計によってここは違うんですかね。

。○古賀総務課長 基準は全く一緒でございます

まず、小額随契につきましては250万円以下とい

うことで同一基準でやっております。

すみません、先ほどの答弁で2,000○山口委員

万という数字は何だったんですかね。

これは指名競争入札の基準で○古賀総務課長

ございます。2,000万を超える工事の場合は12社

の指名をいたします。2,000万未満の場合は９社

の指名をいたしますということでございます。

ほかありませんか。○外山良治委員長

例えば電気事業だけを例にとりま○山口委員

すと、小額随契を超える随契が７件というのが

ありますが、先ほどの説明の中で、作業の特殊

性あるいは職務等によってどうしても随意契約

でなければならないというお話がありました。

このほかにも、例えば台風災害等によって行う

額を超える随契というのもあるんですか。

工業用水道事業関係につきま○桑畑工務課長

しては、電気ですけれども、緊急的に、工事実

績……。

小額随契を超える随契でござい○時枝副局長

ますけれども、工事全体を申しますと15件ござ

いまして、そのうちの14件は台風14号に係る緊

急施工でございます。１件だけが今言われまし

たような随契をとっております。以上でござい

ます。

仮に、随意契約という形態をとら○山口委員

ずに指名競争入札という形をとろうとすると、

時間的にはどれぐらいかかるんですかね。逆に

差が出てくるんですかね。

指名競争入札すると大体１カ○桑畑工務課長

月半かかります。通知出したり、そういう期間

を設定しますと大体１カ月から１カ月半かかり

ます。

、○山口委員 わかりました。そういう意味では

台風等の災害のときには、即その時点で復旧を
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あるいは修繕を行うということで随意契約にな

、らざるを得ないと。そのときに１社に偏るとか

１地域に偏るとかという意味での配慮というの

はなされているんですか。皆さん方にしてみれ

ば、たくさんの手持ちの業者を持っておられま

しょうから、この分野はこれとこれとこれが強

いなとかいうのはわかっているでしょうが、随

意契約をする中でも、ある程度の地域的なバラ

ンスとか、企業の機動力を加味したとか、そう

いうのは配慮されていると考えてよろしいんで

すか。

まず、現場を熟知している業○桑畑工務課長

者、応急対策できる業者、それから機動力のあ

る業者、それから、そういう仕事をした実績の

ある業者、それから、近くにある業者、それか

ら、能力的あるいは人員配置、そういうのが応

急的に処理できる業者等を勘案してお願いをし

ております。

わかりました。残り１件について○山口委員

は、先ほど答弁のあった工事内容の特殊性とい

いましょうか、設備して以来のよく熟知してい

る業者ということで随意契約という形をとった

という理解でいいんですか。

。○ 山電気課長 御指摘のとおりでございます

ほかありませんか。○外山良治委員長

いい資料を出してもらってあ○湯浅副委員長

りがとうございます。こういう資料があれば

もっと早く出してもらいたい。

、これ見て私は思うんですが、間違っていたら

。そのとおりであればそのとおりだということで

全体的には営業利益といいますか、これについ

ては全国平均よりもいいと。ただ、分配率が若

。干問題があると。要するに要員の問題ですわね

そう認識して間違いないでしょうか。

ただいま副委員長がおっ○古賀総務課長

しゃったとおりでございます。

ほかありませんか。○外山良治委員長

〔｢なし｣と呼ぶ者あり〕

それでは、以上をもって審○外山良治委員長

査を終了いたします。執行部の皆さん、本当に

御苦労さまでございました。

暫時休憩をいたします。

午後１時42分休憩

午後１時44分再開

それでは、ただいまから採○外山良治委員長

決を行うことといたします。

議案の採決を行います。

議案第12号について、原案のとおり認定する

ことに御異議ございませんか。

〔｢異議なし｣と呼ぶ者あり〕

御異議ございませんので、○外山良治委員長

そのように決定をいたします。

。次に、委員長報告骨子案についてであります

委員長報告の項目として特に御要望等はありま

せんか。

、○中村委員 副委員長が請求された書類の中で

５ページの全国平均が26.8、これが28.3という

ことは、やっぱり人員が多いということですよ

。ね。ということはもっと整理する必要があると

組合関係がここは強いから常に……、組合と言

うといけませんかね、この辺のところは指摘を

しておく必要があるのかなと思います。

ほかございませんか。○外山良治委員長

質疑の中でも述べさせてもらいま○十屋委員

したように、他の部署との連携が見えてこない

ので、ここに書いてあるにはあるんですが、余

りよく見えないし、一層の努力をお願いします

ということを。工業用水道事業です。

今の十屋委員の発言に関連します○山口委員
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、が、工業用水道事業の料金体系のあり方の検討

それから、いま一つは、地域振興事業、いわゆ

るゴルフ場の指定管理者制度に移行した結果、

どのようなプラスがあったんだろうというのが

よくわからないんですね。ですから、指定管理

者制度の趣旨を生かした、かつ利用者の使いや

すい形態、あるいは事業体としての対応等の努

力をしていただくように、触れてほしいと思い

ます。

この企業局の指定管理者制度は、○中村委員

きのうから議論があるように、本当の意味で指

定管理者制度になっていないんですよね。あそ

こが開く前から財団があって、予定をして財団

をつくっておってゴルフ場は開かれたと。そう

いうつじつま合わせをやっているわけで、松井

先生もおっしゃったんだけど、どうも仕組んで

ずっとやってきたような気がして仕方ないんで

すね。本当の指定管理者制度になっていないん

。じゃないかなと、きのうからの議論から思うと

指定管理者制度のあり方というのは、あそこの

場合は特殊な感じがして仕方がありません。そ

の辺をちょっとまとめていただくといいなと思

います。

いいでしょうか。私は、要○外山良治委員長

望意見というのは、人員の問題、それと工業用

水の料金体系のあり方、３点今出ました。その

３点をここで諮って、委員会としての全体の意

見にするのか、それとも、今まで審議で言われ

た個別の問題は、委員会として、全体の意見と

するのか、一部の意見とするのか、この諮り方

のために今、全体としての意見をまず委員長報

告に盛り込むという諮り方を後ほどしたいと。

今まで出た項目について、これは全体の意見と

するのか、一部の意見とするのか、そういう諮

り方がいいんじゃないのかなと。

審議の過程で、全体でしておるわ○松井委員

けだから、委員長報告について特にということ

で、それはごっちゃにしたら最初からおかしい

よ。これからも白に、いわゆる委員会の審議は

各人が自由に言って、それをまとめて報告せ

にゃいかん。そのほかに特定の意見ということ

をここは聞く場だと。

私も、委員長報告どうしま○外山三博委員

しょうかと聞かれたときは、ここで質疑や意見

があったのを、委員からこういう意見があった

と、そういうことを書いていって、どうしても

委員長報告に入れてほしい、入れんかもわから

んので入れてほしいということを聞いておられ

るのかなという気持ちで今おったから。

わかりました。ほかござい○外山良治委員長

ませんか。

〔｢なし｣と呼ぶ者あり〕

。○外山良治委員長 それではお諮りいたします

委員長報告につきましては、正副委員長に御一

任いただくことで御異議ありませんか。

〔｢異議なし｣と呼ぶ者あり〕

それでは、そのようにいた○外山良治委員長

します。

なお、本日の審査についての報告は、次期定

例会の委員長報告において行いますので、よろ

しくお願いをいたします。

その他何かありませんか。

〔｢なし｣と呼ぶ者あり〕

以上で委員会を終了をいた○外山良治委員長

します。委員の皆さん、本当に御苦労さまでご

ざいました。

午後１時51分閉会




